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診療録
・主にテキストデータ
・臨床医が扱いやすい
・疾患，症状，検査など
多様な情報を含む

構造化データ 非構造化データ
2000年半ば

次世代シーケンサーの登場

ゲノム解析が容易になり、
臨床現場に普及

ゲノムデータが急増する

ゲノムデータの活用のためには診療録との紐付けが重要だが、
診療録が非構造化データであるため、データ間の紐付けが容易ではない。

トーゴーの日シンポジウム
2021

診療録の中で症状及び所見を半自動的に抽出するPOET（Phenotype Ontology Extractor from Text）を開発し
ゲノム解析により得られた情報と診療録とを組み合わせた活用を可能にするシステムの提供を目指す。

構造化データの形で
自動抽出・紐付け
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11疾患、32件の症例報告に対して
臨床医のアノテーション結果と比較して性能評価

構造化データへの変換
→ 診療録から構造化データであるHPOの用語を
完全一致検索で抽出する。

・2008年発表の、ヒトにおいて
生じる症状を詳細かつ標準化したオントロジー
・現在16,000以上の用語が英語にて登録済
・2018年に日本語版が公開
→診療録はHPOに準拠した書き方になっていない

HPO(Human Phenotype Ontology)

⼿法 ー診療録からの症状半⾃動抽出システム「POET」の開発ー26 トーゴーの日シンポジウム
2021

ライフサイエンス辞書（15万語）
万病辞書（38万語）

助詞(は，の，が，を)の除去

医療辞書による語彙の追加
新たなPOET専用のHPO日本語拡張版辞書の作成
10,670語 → 14,270語 HPO日本語版には類義語が含まれていないため、

差異のある表現が完全一致検索だと抽出できない
(ex. 認知症/認知症状/痴呆)

完全一致検索
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POET動画
https://youtu.be/ymoiFemBnrA
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結果
・アノテーションの総数が増えるのでprecisionが下がるのは予測できていたが、
recallがあまり上がらず、結果としてF値は下がった。

問題点
・万病辞書 ：上下概念が混ざる
・ライフサイエンス辞書 ：ただの英単語が混ざる
・略称として登録されている英単語が誤って抜かれていることがある

今後
・語彙は約1.5倍程度に増えているので、語彙を増やす手法以外の改善策を考える
(臨床医からのフィードバックがもらいやすい形に改良する)
・助詞の抜き取り処理の精度を上げる(ex. 前後が漢字なら抜き出す)

結果・今後① ー診療録からの症状半⾃動抽出システム「POET」の開発ー26 トーゴーの日シンポジウム
2021

POET 拡張前

POET 拡張後

POET 拡張後(助詞処理)
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自動化部分
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今回、臨床医がアノテーションをした際に
明らかとなった重要な課題は
HPOの全体像が掴めない点。

1. アノテーションが出来る単語が
簡単に見つからず、時間・労力がかかる。

2. アノテーションが可能な単語があるかが分からない
→自信を持って、この語句/フレーズに
対応するHPOが無い！と言い切れない。

結果・今後② ー診療録からの症状半⾃動抽出システム「POET」の開発ー26 トーゴーの日シンポジウム
2021

該当するHPOの一つ上/下の概念のみしか確認できない

手動化部分

臨床医にとって分かりやすいHPOの可視化・GUIの実装が半自動システムとしてのアノテーションし易さの向上、
また、臨床医の協力の上での辞書の充実なども含め、必須であると考えられた。


